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I.目 的 水 稲栽培の水需要量が計画用水量に及ぼす影響は大きく,転 作水田等の

混在により水田か らの畦畔浸透量(横移動)が増加 し,一 筆水日の水需要量が増加す

ることが懸念 されている。そこで本研究では,隣 接地の畑地利用が水田の水需要量

(減水深)に及ぼす影響および隣接圃場への畦畔浸透量の実態を解明す ることを目的

とす る。

H。 調査方法  調 査地区を図に示す。隣接す る中

央水 田と西側水 田の減水深 を比較す るため,取 ・

排水量 ,日 面湛水深 ,降 雨量 ,蒸 発散量を測定 し,

水収支式 を用いて 日減水深(日浸透 量)を求 める。

また減水深 の違いをよ り詳 しく検討す るために,

降下浸透量(N型 減水深計―蒸発散量)と畦畔浸透

量(柿畑 の測定坑)の測定 を行 つた .ま た、地下水 図 圃 場地区概要

位についても各圃場北端において測定 した。

HI十.結 果及び考察 測 定結果を表に示す。【水収支】西側水田において畦畔浸透の増

加により減水深が大きいと推察 していたが,柿 畑への畦畔浸透は測定されず,中 央

水田の減水深の方が大きかった.取 水量より排水量が多く,さ らに水収支から求め

た減水深が負の結果を示 したことか ら,何らかの流入があつた と考えられる。一方,

隣接する中央水田においては,排 水量より取水量が多 く,湛 水深が大きいことから

中央水田から西側水田へ横浸透(畦畔浸透)が生 じているのではないか と考えられる.

【2筆 減水深】両水田を一つの圃場 として水収支計算を行い,そ の減水深を 2筆 減

水深 として表記 した.結 果 ,両 水 田の減水深の平均 と酷似 していることから,西 側

水田の水収支には中央水田からの畦畔横浸透 よる流入が大きく影響を及ぼ している

ものと考えられる.また,2筆 減水深 と降下浸透量が近い値を示 していたことか ら,
一概には言えないが柿畑や東側水田への畦畔浸透はほとんど存在 していないものと

考えられる。

【総括】隣接水日の畑地利用によって水需要量が増加 したとはいえないが,水 田問

において畦畔浸透が生 じて,取 水量の増加や隣接水田の水収支に大きく影響を及ぼ

していることが明 らかとなつた,畦 畔浸透は畦畔の亀裂の状況,地 下水位の状況等

により変化するものと考えられ,水 田用水量の増減に大きな影響を及ぼす と考えら

れる。
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中央水田 6/4～ 10/7 1003.0 1009 134.6 623 142

西側水田 6/4-10/8 421.4 1009 1636.5 5802 26.4
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